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ほっとルーム 

 

２学期が始まりました 
長い夏休み、みなさんはどのようにすごしましたか。 

私は７月のある日、国立科学博物館で開催された『昆虫MANIAC』と、パシフィコ横浜で開催

された『巨大恐竜展』を見に行きました。 

みなさんは、舘野 鴻（たての ひろし）さんという絵本作家をごぞんじでしょうか。舘野さん

は、秦野市でオオセンチコガネ（別名：うんこ虫）の研究をしており、その取組を、絵本「うん

こ虫を追え」にまとめています。『昆虫MANIAC』には、この絵本とコラボした特別コーナーも

あり、素晴らしい展示に興奮してしまいました。 

世の中には、昆虫や恐竜の研究者や、舘野さんのように、何かに情熱をもって、夢中になって

いる人たちがいるのだなと感動しました。その一方で、自分のすべてをかけるような、険しい道

のりをぐいぐいと切りひらいていけるような、つよい情熱をもてる人に、誰もがなれるわけでは

ないのかもしれないなとも思いました。 

けれど、昆虫展も恐竜展も、見に来ている人たちから「昆虫が好き」「恐竜が好き」という気持

ちが放出されて、会場全体に楽しさが満ちているように感じました。「好き」という気持ちは、大

きい小さいに関わらず、人を元気にしてくれます。 

ほっとルームの子どもたちにも、「好き」「楽しい」を感じる学校生活を送ってほしいと考えて

います。学級や学年、学校全体で力を合わせることが多い２学期、子どもたちがひとつでも多く

の「楽しい」を見つける手伝いをしていきたいです。 

 

『ほっとルームのあゆみ』メッセージをおあずかりしました 
『ほっとルームのあゆみ』に、あたたかいメッセージをいただきありがとうございました。保

護者の皆様からの励ましが、子どもたちの背中を押してくれることと思います。 

（まだ提出されていない場合は９月第１週までをめやすにご提出ください。お待ちしています） 

夏休み明け、ほっとルームでは、１学期の評価をふまえて「これから頑張りたいことは何か」

「どのような力を身に付けたいか」を考えます。２学期を、見通しとめあてをもって過ごせるよ

う、子どもたちを支援していきます。 

 

☆小田原保健福祉事務所足柄上センターより、学校宛に、講演会及び配信のお知らせがありました。 

参加希望がありましたら、チラシをお渡ししますので、担当【野地な】までご連絡ください。 

講演内容 「発達に心配や不安のあるお子さんへの関わり方と支援について 

～健やかな成長・発達のために～」 

講師 社会福祉法人 宝安寺社会事業部 ほうあん第二しおん所長 

（元神奈川県発達障害支援センター神奈川 A
エース

 ケースワーカー） 吉澤 宏次 氏 

日時・場所 対面：令和6年10月18日（金）10:00～11:00 足柄上合同庁舎 

オンデマンド配信期間：令和6年11月25日（月）～12月25日（水） You Tube 

参加申込み 令和6年10月11日（金） 



 


